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(東北大) 倉 田■ 泰 幸
(10月 13日受理 )
物性研究の最近号 をまとめてパ ラパラ眺 めているうちに柴 田 ･長沢氏の論文1)
か ら, Au(Ⅴ)合金につ いての実験解析2)があるのを知 りました｡その Dworin
の論文中,合金 に したためのexcess比熱 (ACv),帯磁率 (Ax)を組合せた次




この量で勘 Kondo温度 TK又はそれ に相 当す るCharacteristic ten/peratureが
消去 され,パ ラメタとしては結局有効ボー ア磁 子数 を含 んでいるだけで,実験
と理論値 をいきな り比較 できる量 の 1つだろ うと考え られ ます｡解析によると2)
0.65(kB/jLB )が Au(V)について実験の与 える値 なのだそ うです. (kB,FEB
はボルツマン因子及 びボーア磁子 )O稀薄 Au(Ⅴ)合金 は電気抵抗 の振舞 いが(7)
式 と fitす ることか らKondo効果の実現 している物質 として最 も早 くか ら知 ら
れた3)もので,文献 1)2)で扱われ ている様 にAe(仙 )合金等 と一緒 に して
localizedspinfluctuation理論や,Anderson ノ､ミル トニ ア ン か ら 出 発 した
Hartree-Fock理論で何故議論 しなければならないのか理解 できないと云 うのが,
以下の文の論旨です｡
Kondo効果 を起 こして,低温 で不純物 ス ピンが死んでゆ く様子 を,Kuderman
-Kitteト Kasuya-Yosidaハ ミル トニア ンか ら描 き出せ る, 目下の ところ最 も
正確 な近似はNagaokn-Yosida-Kurataによるもので, これ は,云わば,不純物
ス ピンと in-phaseでついて動 く伝導電 子雲 の寄与 だけをとり出 してい るもの
です.落 Lてい-る out10f-phase電子か らの寄与が絶対零度近 くで小 さいこと
をきちんと説明 した理論 は まだあ りませんが,文献 4)の自由エネルギーの計算
-163-
倉田泰幸
の様子 から多分,帯磁率 も含 めて,無視 でき る軽度 のものだと思われ ます｡
筆者の理論5)では不純物ス ピンの大 きさは榊 こ限っていますが,帯磁率 の表
式 でのキュ リー常数 をKume3)の求 めた有効 ボーア磁子数 gJ~弁 ji~i了亮 -3,0
〟β で置 きかえることに Lます｡











で与え られ ます. A_oo はKondo温度 TKと
TK --3l A.07T ㍗-1.78∴---









つ いでに,文献 5)では(2)の次 の項 をあ らわに展 開しておかなかったので書 いて
お くと,
4




Au(V)合金 の場合 , TK-290oK3)であるか ら理論 では
AX - AX(T-o)(1-1.4×1015T2 )





最近の Au(Ⅴ)の帯磁率の測定7)によると;)低温 での振舞いは -2.2台×10~5
T2と求められ ていますO (た ゞし,解析1)で使われ るTKと理論にあらわれ るそ
れ とが正確 に定義 が一致 していないかもしれ ませんOその時 はオーダー 1程度
の違 いがあります｡ )
S-d相互作用以外 のメカニズムがかんでこないと云 う吟味がない以上,少
し気特 が悪いのですが, 血1(Ⅴ)では今 まで通 り S-d 相互作用に よるKondo効
果 が起 きている､と理解 してよろ しいのではないで しょ うか｡少 くとも以上のこ
とは実験 を知 らない理論星 のAritlm ancyではない と思われ ます.最近 のAe(Ml)
合金 の電気抵抗 の実験8)で は 低 温 で r2ではな くTで減少す ると云 う報告があ り,
や は り匁1(Ⅴ)合金 をAC(Mn)合金 と同断 に扱 うのはまヂかろ うと思 います｡
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去 る 9月 20日から24日まで/､ンガ リーで ConferenceontheElectric
andMagneticPropertiesofDiluteAlloysが開かれ ました｡ 日本人 で参加 した
方 は殆 ん どいなかったようですか ら,出席者 の 1人,真木 (東北大 )か ら倉田
(東北大 )あての手紙の報告の部分 を紹介 してお く方がよい と考 えました｡ 予
告 された うち, Abrikosovは例によって結局出席 ~しなかったよ うですO文中の
TihangのBalaton湖 とあるのが会議の開かれた場所 で,最後 にあるピアノ ･コ
ンクール云 々 とあるのは, 26日まで行われ た リス ト･バ ル トー ク ･国際 ピア
ノ ･コンテス トのことだろ うと思 います ｡松崎怜子 が 1位 に∴ 3位 にも日本女
性 (失念 しました )が入賞 しています｡ (倉 田 )
(前略 ) さてノ､ンガ リー会議は理論家 はAnderson,Zittartz,Emery,Falde,
zackerman,Gorkov,Rivier等,実験家 は Narath,VanderBerg,Rizzuto,
Caplin,Campbel,Cole,Meyer等集 まって思 ったより盛会で した｡た nゞomal
stateでの KondoEffectに関 してはAnderson派 とZittartz派 の対立 した まゝで,
LT12 以後 の進歩 は全然ないようです｡た ゞKeiterとかいろいろの話 でloc-
AlizedspinfluctuationとKondoEffectとは全然関係 がないということがはっ
き りしてきました｡超伝導 でのKondoEffe;ctはこれか ら実験の方向 として面白
い と思 いますO特に最近のZittartz-Miller-HartmanのTcのconcentration依存




(悪 -～忘 )checkされたそ うですoぼ くは tyveRsuperconductorの場合の話
をしました ら,大部実験家の間に反応 があLりました.実験の方 は低温 では抵抗
や帯磁率がT2に依存す るこ とが確立 されたようです｡
･(T)- 〟(o中 一a(言)2)
x(T,-1-I-i(0,(1･a' (i )2)
君 の理論 で上の係数 a,a′等の間の定 量的な関係 をくらべては どうですか｡他に
KondoEffect関係では Dubnaのグループが中性子散乱 (非弾性 )でAgIMn系




理論 では Tsuzuki君 もきていてfluctuationによるHall効果の話 をしました｡他
に面白かったのはZuckermanがC.p.aのideaを用 いて, Pd-Niのnearlyferr0-
magneticstateで の xのenhancementfactorを計算 したことです｡以前の
Lederer-Millsの計算 (平均場近似､)とくらべると Cによるnonlineardependence
が これで説明 できるそ うです ｡
実験では CaplinのZn-Mn合金でMnは 20770ぐ らい の時に, この合 金 の性
質 は この Pd-Ni系 とよく似 てるそ うです｡例 えば低温 での電気抵抗 とか帯磁





す｡Meyerのtransitionmetal間の合金での光吸収 の実験 はC･p･a計算 とは全然 あ
わず, もっ とnaiveな今金 によって新 らしいresonancelevelが できる とい う
pictureで説明 できそ うですO.た ゞC.p.aによる とどんなdensityofstatesのcurve
にな るのかは よ くわか りませ んで したpJ TihanyはBudapestの西南 200kmぐ
らいの ところにあるBalaton湖畔 の美 しいreSOrtareaです｡ 日中は とて も暖か だ
った ので,水 は少 し冷 たかったけれ ども水泳 ができました｡ このあた りのワイ
ン とコー ヒーは特 におい しいよ うです｡た ゞ毎 日毎 日だされ るか さかさ した
schnitzelには少 し困 ま りま した｡それ に野菜 も殆 ん ど食べないよ うな､ので,会
議 の後 weekandを Budapestこご過 しました｡ Budapestは ドナウ河 をはさんだ
BudaとPestう)らな る美 しい街 ですoT慶, ポ リシ ョイ ･オペ ラが来 て連 日オペ
ラ をや っているのですが券 は とれ ませんで した｡そ ういえば,国際 ピア ノ ･コ
ンクこル をや っていて, 日本 か らも3人 きていて, その う.ちの｣人女性 がなに
か賞 をもらったそ うです｡ノ､ンガ リー語 はむつか･しくって と?て も話な どでき
ないのですが,年配 の人は ドイツ語がわか る′ので, 日本人 だ とわかると上 の話
を聞 か され ま した｡
今週 は, 又, ドイ ツの物理学会 の年会 が Essenで開かれ ているので,今研究
所 は静 かです｡来週 ぐらいか らもう人 もそ ろって来たの でに ぎやかにな りそ う
です｡それ では皆様 に よろ しく｡
真 木 和 美
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